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サキマは両親と４歳の妹と住んでいま
した。彼らは資産家の男の⼈の⼟地に
住んでいました。彼らの茅葺き屋根の
家は⽊の並びの最後にありました。
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その⼈は再び息⼦を⾒られてとても喜
びました。彼は元気づけてくれたサキ
マを褒めました。彼は息⼦とサキマを
病院に連れていき、サキマは再び⽬が
⾒えるようになりました。
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サキマが３歳の時、彼は病気にかか
り、視⼒を失ってしまいました。サキ
マは才能あふれる少年でもありまし
た。
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まさにその時、⼆⼈の男の⼈たちが担
架に誰かをのせてきました。彼らは、
殴られ、道のそばに置き去りにされて
いたお⾦持ちの男の⼈の息⼦を⾒つけ
たのでした。
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サキマは他の６歳の⼦供がしないよう
なことをたくさんしました。例えば、
村で年⻑の顔ぶれに交じり、重要な問
題について議論することができまし
た。
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サキマが歌い終わるその場を離れよう
と踵を返しました。しかし資産家の男
の⼈が慌てでできて、⾔いました、
「もう⼀度歌ってくれ。」
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サキマの両親は裕福な男性の家で働い
ていました。彼らは朝早くに家を出
て、⼣⽅遅くに帰ってきました。サキ
マはその間、幼い妹と家に残されてい
ました。
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労働者はやっていることをやめまし
た。彼らはサキマの美しい歌を聞きま
した。しかしある男の⼈が⾔いまし
た、「誰もボスを元気づけられないま
まだ。この⽬の不⾃由な男の⼦は慰め
られると思っているのか？」
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サキマは歌うことが⼤好きでした。あ
る⽇、⺟親が彼に「どこでこういう歌
を学んだの？サキマ？」と聞きまし
た。

6

彼は窓の下に⽴って、お気に⼊りの歌
を歌い始めました。ゆっくりと、お⾦
持ちの男の⼈の頭が窓から⾒え始めま
した。
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サキマは「僕は歌をただ知っているだ
けだよ、お⺟さん。僕は頭の中で歌が
聞こえて、それで歌っているんだ。」
と答えました。
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次の⽇、サキマは⼩さな妹にお⾦持ち
の男の⼈の家までの案内を頼みまし
た。
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サキマは妹に歌ってあげることが好き
で、特に彼⼥がお腹を空かせていると
きに歌ってあげていました。妹は彼の
お気に⼊りの歌を歌っているのをよく
聞いていました。彼⼥はよく⼼地のい
い⾳楽に合わせて体を揺らしたもので
した。
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しかしながら、サキマは諦めませんで
した。妹も彼を⽀持しました。彼⼥は
「私がお腹を空かせているとき、サキ
マの歌が⼼地よくさせてくれるんだ。
歌は裕福な男の⼈も⼼地よくさせるだ
ろうな。」
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「何度も歌を歌ってくれる？サキマ。
」と妹は彼に何度も頼みました。サキ
マはそれを快く受け⼊れて何度も何度
も歌ってあげました。
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「僕が彼のために歌うよ。彼は再び幸
せになるかもしれない。」とサキマは
両親に⾔いました。しかし両親は彼の
意⾒を聞き⼊れませんでした。「彼は
とても裕福だ。お前はただの⽬の⾒え
ない男の⼦だ。お前の歌が彼を救うと
思うのか？」
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ある⼣⽅、両親が家に戻ってくると、
とても深刻そうにしていました。サキ
マは何か悪いことが起きたのだと分か
りました。
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「何があったの、お⺟さん、お⽗さ
ん？」とサキマは聞きました。サキマ
はお⾦持ちの男の⼈の息⼦が⾏⽅不明
になっていることを知りました。その
男の⼈はとても悲しみ、孤独を感じて
いました。
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